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課題解決に向けた取組成果事例（ソフト系施策）

課題 課題解決に向けた主な対応
成果
事例
提出
数

各ブロックの内訳

運
輸
局

整
備
局

航
空
局

北
海
道

東
北

関
東

北
陸
信
越

中
部

近
畿

中
国

四
国

九
州

沖
縄

①多言語対応
の改善・強化

・交通結節点における多言語案内版等の整備による移動円滑化の実現
・外国人旅行者にも分かりやすい道路案内標識の多言語整備 等

23 11 11 1 ４ 1 ３ １ ４ ２ ２ 3 3 ０

②外国人観光案
内所等の整備

・日本政府観光局（ＪＮＴＯ）認定外国人観光案内所の整備
・手ぶら観光・免税カウンターの整備による消費拡大の取組 等

１6 9 7 0 2 ４ ０ ２ ３ １ 1 1 1 １

③通信環境
の整備

・道の駅や観光地等における公衆無線ＬＡＮ環境の整備 9 5 4 0 ２ 2 ０ １ ２ １ ０ 1 ０ ０

④緊急時・災害
時における対応

・外国人旅行者向け電話医療通訳サービスの実施
・災害時における外国人旅行者の避難誘導マニュアルの策定 等

3 3 0 0 １ ０ ０ １ ０ 0 ０ 0 １ ０

⑤路上混雑緩和
渋滞対策

・路上マナー啓発、整理員による駐車場への誘導
・バス駐車スペースの確保
・都市部・観光地周辺における貸切バスのショットガン方式の実施
・バス専用レーンの整備等による交通の移動円滑化 等

１6 8 8 0 ２ 1 １ ０ 3 ２ １ １ ３ ２

⑥交通利便性の
向上

・外国人旅行者向け企画乗車券等の造成、ＩＣカード導入による広域
観光の実現

・空港・鉄道駅から観光地や市街地を結ぶ二次交通網の確保・充実
１7 16 1 0 4 2 3 ０ 3 4 ０ １ ０ ０

⑦宿泊施設の確
保・環境改善

・都市部における宿泊施設不足解消に向けた増室・容積拡大の取組
・外国人旅行者が対応可能な宿泊施設の環境改善、機能拡充の取組

6 6 0 0 ０ １ ０ １ ０ 1 １ １ １ ０

⑧決済環境整備 ・クレジットカード決済が可能な環境の整備 2 2 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0
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課題解決に向けた取組成果事例（ハード系施策）

3

課題 課題解決に向けた主な対応
成果
事例
提出
数

各ブロックの内訳

運
輸
局

整
備
局

航
空
局

北
海
道

東
北

関
東

北
陸
信
越

中
部

近
畿

中
国

四
国

九
州

沖
縄

⑨空港機能の拡
大・混雑緩和対策

・発着枠の拡大に対応した空港施設の拡張整備
・ＣＩＱ関連施設の拡張・最新機器の導入等による円滑な入国
審査体制の整備 等

１５ 2 0 13 4 0 2 1 0 1 2 0 4 1

⑩大型クルーズ船
の受入環境整備

・大型クルーズ船の接岸に対応した港湾施設・岸壁等の整備
・ＣＩＱ関連施設の拡張による円滑な入国審査体制の整備 等

１０ 0 10 0 2 1 0 1 1 2 1 1 1 0

⑪インフラ整備、
インフラを活用し
た観光振興

・都市間や主要観光地を結ぶ道路網整備によるアクセス機能の向上
・交通結節点の整備による交通モード間の接続強化
・景観に配慮した観光地の無電柱化整備 等

１5 0 15 0 3 2 2 1 0 2 1 2 2 0

計 132 62 56 14



①多言語対応の改善強化⑴（ソフト系施策）

4

多言語標識・ディスプレイの量的整備 多言語コールセンター等によるコミュニケーションの充実

駅ナンバリングの整備

分かりやすく鉄道を利用できるよう、「駅ナンバリング」を名鉄全駅（257
駅）で導入

飯山駅 長崎空港 琴平駅

デジタルサイネージ等の整備

多言語コールセンターの整備

観光案内所、観光施設、商店、タクシー等でサービス活用の事前登録を
行った者に対し２４時間対応の多言語対応通訳（４カ国後対応）コール
センターサービスを実施

徳島県・ 高知県

「名鉄名古屋駅」において、
外国人専門の案内人を配置
し、他交通機関への乗換及
び観光案内を実証的に実施
今後コミュニケーションの充

実に向けた解決策を検討

課題 課題解決に向けた主な対応
઀
ল
ਯ

運
輸
局

整
備
局

航
空
局

北
海
道

東
北
関
東

北
陸
信
越

中
部
近
畿
中
国
四
国
九
州
沖
縄

①多言語対応
の改善・強化

・交通結節点における多言語案内版等の整備による移動円滑化の実現
・外国人旅行者にも分かりやすい道路案内標識の多言語整備 等

23 11 11 1 ４ 1 ３ １ ４ ２ ２ 3 3 ０



①多言語対応の改善・強化⑵（ソフト系施策）

外国人に分かりやすい道路の多言語対応の改善

道路案内標識の英語表記を改善

外国人旅行者にはわかりにくいローマ字表記の道路標識を多言語ガイ
ドラインも活用して外国人目線で順次改善を実施

その他事例：四国

北海道の外国人レンタカー
利用者に､道路情報や注意
喚起も道路情報板で分かりや
すく発信（全国初）

課題 課題解決に向けた主な対応
઀
ল
ਯ

運
輸
局

整
備
局

航
空
局

北
海
道

東
北
関
東

北
陸
信
越

中
部
近
畿
中
国
四
国
九
州
沖
縄

①多言語対応
の改善・強化

・交通結節点における多言語案内版等の整備による移動円滑化の実現
・外国人旅行者にも分かりやすい道路案内標識の多言語整備 等

23 11 11 1 ４ 1 ３ １ ４ ２ ２ 3 3 ０

5

観光地に隣接する交差点名標識を観光地名称へ改善

外国人旅行者にとって地名と観光地名が全く違う意味と混乱する可能性が
あるため地域で統一、観光地に隣接する交差点名標識に観光地の名称を表
示する取組を推進

◆関門トンネル説明板の多言語化

◆ピクトと多言語による
注意事項の表示

日本語 英語

中国語 韓国語

訪日外国人観光客も含め利用者に分かりやすい案内へ改善



②外国人観光案内所等の整備（ソフト系施策）

6

ＪＮＴＯ認定外国人観光案内所の整備、認定取得 観光案内所の多角的サービスの提供

ＪＮＴＯ認定観光案内所の設置
FITの増加に伴い、JNTO認定の観光案内所を自治体、民間事業者等が整備

観光案内所に設
置するディスプレイ等
で災害情報も発信

「道の駅」の観光案内機能の強化

「道の駅」においても観光
案内が充実。カテゴリーの
取得施設も増加

「手ぶら観光」カウンターの整備
JNTO認定の観光案内所の一角において「手ぶら観光」を提供。インバウンド向け

サービスをワンストップで提供

「免税カウンター」の整備
「道の駅」やクルーズ船の寄港地等の一角で「免税カウンター」を整備

熱海駅 妙高市 道の駅「あらい」

札幌狸小路 髙松空港 熱海駅

道の駅「すばしり」 道の駅「いいで」 舞鶴港

課題 課題解決に向けた主な対応
઀
ল
ਯ

運
輸
局

整
備
局

航
空
局

北
海
道

東
北
関
東

北
陸
信
越

中
部
近
畿
中
国
四
国
九
州
沖
縄

②外国人観光案
内所等の整備

・日本政府観光局（ＪＮＴＯ）認定外国人観光案内所の整備
・手ぶら観光・免税カウンターの整備による消費拡大の取組 等

１6 9 7 0 2 ４ ０ ２ ３ １ 1 1 1 １



③通信環境の整備（ソフト系施策）
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課題 課題解決に向けた主な対応
઀
ল
ਯ

運
輸
局

整
備
局

航
空
局

北
海
道

東
北
関
東

北
陸
信
越

中
部
近
畿
中
国
四
国
九
州
沖
縄

③通信環境
の整備

・道の駅や観光地等における公衆無線ＬＡＮ環境の整備 9 5 4 0 ２ 2 ０ １ ２ １ ０ 1 ０ ０

通信環境の量的拡大 通信環境の質的向上

関西広域連合構成府県市の自治体が提供する無料Wi-Fiエリア（AP
約10,000箇所）で利用が可能となった。
※Osaka free Wi-Fi、KYOTO Wi-Fi、KOBE  Free  Wi-Fi等

道の駅における「道の駅SPOT」の整備

観光地における公衆無線LANスポット

「道の駅」において、道路情報・地域情報等を提供する「道の駅SPOT」（無料
公衆無線LAN）の設置

外国人観光客に快適・便利に滞在を楽しんでもらうため、自治体独自の
補助制度や外国人観光客の多いエリアを中心としたWi-Fi整備の促進

国営木曽三川公園でも無料公衆無線ＬＡＮ
（Wi-Fi）アンテナの設置により、インバウンドの
モバイル通信環境が向上

岩手県、山形県、
仙台市、福井県
あわら市

整備した公衆無線LANの認証連携促進

エリア内で自治体無料Wi-Fiの認証手続きが不要となる「KANSAI  
Free  Wi-Fi（Official)」の運用を開始



④緊急時・災害時における対応（ソフト系施策）

緊急時における安心の提供 災害時における帰国支援

遠隔地等でも有効な医療通訳コールセンターを提供（実証事業）

外国語に対応可能な医療通訳士を派遣（実証事業）

災害時の初動対応マニュアルを熊本地震を踏まえ作成（実証事業）

平成28年熊本地震を踏まえ、宿泊施設等への
アンケート・ヒアリング、実地訓練の結果を反映させ
たマニュアルを作成し、セミナーの開催により効果を
検証

九州において宿泊施設等から外国人旅行者を安全に避難誘導
する『避難誘導マニュアル』作成のための実証事業を実施

●基礎知識（地震未体験者の視点）
●事前に準備しておくこと（平常時）
●災害が起こった時の対応（初動対応）
●外国人旅行者の帰国支援
●災害時に必要となる情報

「外国人傷病者の受入・対
応に関する研修会」を開催

釧路地域の医療機関で電話医
療通訳サービスの導入実験

滞在期間中に不慮の事故や疾
病を被った外国人旅行者が医療機
関等で安心して受診を受けることが
できるような外国語に対応可能な
人材が不足していることから、長野
県で医療通訳士派遣事業を実証
事業として実施

課題 課題解決に向けた主な対応
઀
ল
ਯ

運
輸
局

整
備
局

航
空
局

北
海
道

東
北
関
東

北
陸
信
越

中
部
近
畿
中
国
四
国
九
州
沖
縄

④緊急時・災害
時における対応

・外国人旅行者向け電話医療通訳サービスの実施
・災害時における外国人旅行者の避難誘導マニュアルの策定 等

3 3 0 0 １ ０ ０ １ ０ 0 ０ 0 １ ０
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⑤路上混雑緩和・渋滞対策（ソフト系施策）

9

都市部・観光地における路上混雑緩和に向けた対策

貸切バスの路上混雑緩和に向けた啓発活動（実証事業）

札幌市において観光
バスに対する待機場の
誘導啓発活動

広島市内の空きスペースを活用し、大型バスの駐車スペース確保

貸切バスの路上混雑緩
和に向けた「マナーアッ
プキャンペーン」の実施
（関東ブロック）

バス駐車スペースの確保

乗務員の休憩ス
ペースも設置

ショットガン方式による路上混雑緩和対策（実証事業）

貸切バス待機場から必要に応じて乗降場へ誘導する「ショットガ
ン方式」を各地で実施

路上混雑

待機場

乗降場

ベイサイドプレイス

博多港クルーズセンター

東京・福岡・長崎・沖縄
で実施

課題 課題解決に向けた主な対応
઀
ল
ਯ

運
輸
局

整
備
局

航
空
局

北
海
道

東
北
関
東

北
陸
信
越

中
部
近
畿
中
国
四
国
九
州
沖
縄

⑤路上混雑緩和
渋滞対策

・整理員による駐車場への誘導、路上マナー啓発
・バス駐車スペースの確保
・都市部・観光地周辺における貸切バスのショットガン方式の実施 等

１４ 8 6 0 ２ ０ １ ０ ２ ２ １ １ ３ ２



⑥交通利便性の向上（ソフト系施策）

10

空港や鉄道駅からの移動を確保する量的向上企画乗車券やＩＣカード導入による観光周遊の促進

課題 課題解決に向けた主な対応
઀
ল
ਯ

運
輸
局

整
備
局

航
空
局

北
海
道

東
北
関
東

北
陸
信
越

中
部
近
畿
中
国
四
国
九
州
沖
縄

⑥交通利便性の
向上

・外国人旅行者向け企画乗車券等の造成、ＩＣカード導入による広域観光の実現
・空港・鉄道駅から観光地や市街地を結ぶ二次交通網の確保・充実

１7 16 1 0 4 2 3 ０ 3 4 ０ １ ０ ０

外国人旅行者向け企画乗車券の造成

交通ＩＣカードの導入による移動円滑化

企画乗車券による広域移動の促進

関西地域において外国人旅行者
向け特典付き交通ＩＣカード創設
に向けた試験導入

空港アクセス交通の拡充

成田・羽田空港や中部国際空港から市街地を結ぶ直通交通の拡充

京都市においてフォーリ
ンフレンドリータクシーの
導入（実証事業）

タクシーによる外国人旅行者の交通確保

新千歳空港において営業
区域の拡大によるタクシー
供給量の確保

「TOUHOKU HIGHWAY
BUS TICKET」

[SHIKOKU HIGHWAYBUS 
3-DAY-RIDER]

「「Inter City (Central 
Hokkaido) Bus Pass」

北海道地区 東北地区 四国地区

KANSAI ONE PASS



⑦宿泊施設の確保・環境改善（ソフト系施策）

11

外国人旅行者に対応した宿泊施設の受入環境改善外国人旅行者の宿泊枠確保

「東北夏祭り」におけるインバウンド宿泊枠の確保

東北の夏祭りに訪れる外国人観光客の増加に対応
するため、一定の宿泊枠を確保

宿泊施設のインバウンド対応整備

課題 課題解決に向けた主な対応
઀
ল
ਯ

運
輸
局

整
備
局

航
空
局

北
海
道

東
北
関
東

北
陸
信
越

中
部
近
畿
中
国
四
国
九
州
沖
縄

⑦宿泊施設の確
保・環境改善

・都市部における宿泊施設不足解消に向けた増室・容積拡大の取組
・外国人旅行者が対応可能な宿泊施設の環境改善、機能拡充の取組

6 6 0 0 ０ １ ０ １ ０ 1 １ １ １ ０

【平成28年送客実績】
台湾旅行会社７社、ツアー１６本
催行
１６１名参加、４６３人泊の実績

【平成27年送客実績】
台湾旅行会社６社ツアー１２本催行
８４名参加、２８４人泊

宿泊枠を更に増加

外国人観光客がストレスを感じる事無く快適に宿
泊施設を利用できる環境を整備

Ｗｉ－Ｆｉ環境の整備 館内案内版の多言語化

トイレの
洋式化



⑧決済環境整備（ソフト系施策）

12

外国人旅行者の消費拡大に向けた決済環境整備

クレジットカード決済環境の促進（実証事業） インターネットを活用した決済環境整備（実証事業）

課題 課題解決に向けた主な対応
઀
ল
ਯ

運
輸
局

整
備
局

航
空
局

北
海
道

東
北
関
東

北
陸
信
越

中
部
近
畿
中
国
四
国
九
州
沖
縄

⑧決済環境整備 ・クレジットカード決済が可能な環境の整備 2 2 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0

外国人旅行者が訪れるクルーズ船寄港地において、
クレジット決済端末を試験的に導入し、利用実態や
効果を検証（北海道釧路地区等）

カードが利用可能な店舗を
表示したマップの配布
免税や海外直送と合わせて、
カード利用促進のチラシの配
布

インターネット上で山陰地方の体験型旅行商品の
予約・カード決済を一貫して行えるシステムを試験
的に導入、外国人旅行者への旅行商品販売促進にお
けるカード決済の有効性を検証

商品の販売、予約・クレジット決済まで一
貫したシステムサービスの提供

マーケティングデータの分析⇒更なる満足度向上に
向けて取組を推進

「外国人旅行者の消費拡大に
向けた決済環境整備セミナー」を
実施



課題解決に向けた取組成果事例（ハード系施策）再掲
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課題 課題解決に向けた主な対応
成果
事例
提出
数

各ブロックの内訳

運
輸
局

整
備
局

航
空
局

北
海
道

東
北

関
東

北
陸
信
越

中
部

近
畿

中
国

四
国

九
州

沖
縄

⑨空港機能の拡
大・混雑緩和対策

・発着枠の拡大に対応した空港施設の拡張整備
・ＣＩＱ関連施設の拡張・最新機器の導入等による円滑な入国
審査体制の整備 等

１５ 2 0 13 4 0 2 1 0 1 2 0 4 1

⑩大型クルーズ船
の受入環境整備

・大型クルーズ船の接岸に対応した港湾施設・岸壁等の整備
・ＣＩＱ関連施設の拡張による円滑な入国審査体制の整備 等

１０ 0 10 0 2 1 0 1 1 2 1 1 1 0

⑪インフラ整備、
インフラを活用し
た観光振興

・都市間や主要観光地を結ぶ道路網整備によるアクセス機能の向上
・交通結節点の整備による交通モード間の接続強化
・景観に配慮した観光地の無電柱化整備 等

１5 0 15 0 3 2 2 1 0 2 1 2 2 0



○一部外国航空機の乗入制限
があるため、特定の曜日・時
間帯に便が集中。

○発着枠が既に一杯であるこ
とから国際線駐機スポットに
空きがある時間帯（10時・11
時台）に、新たな国際便を受
け入れることができない

対象地域：新千歳空港

○一部外国航空機の乗入制限があるため、特定の曜日・時間帯に便が集中。
○国内便の発着を合わせた枠は既に一杯であり、便の集中を平準化し、国際線ターミナルビルにおける混雑緩和を図るこ
とが困難。

⑨空港機能の拡大・混雑緩和対策
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実施主体：航空局、東京航空局

★ 「新千歳空港の今後の機能強
化に向けた検討会議」を立ち上
げ、発着枠の拡大について協議
を開始（H26.10)

★夏季多客期（H28/8/11～
21）及び冬季多客期
（H28/12/17～
H29/1/4,H29/1/28～2/12）
10:00～20:00の臨時便・
チャーター便における発着枠拡
大（32枠/時間→42枠/時間）を
試行

★新たな管制方式の導入等によ
り、発着枠拡大に対応。

■2016冬ダイヤ（H28/10/30）
から、外国航空機の乗入制限が一
部緩和

■2017夏ダイヤ（H29/3/26）か
ら、発着枠が32枠/時間→42枠/
時間に拡大

新千歳空港国際線エプロンの混雑状況

概 要

課 題 取組の方法 取組の効果



2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会の円滑な開催、さらにはその先を見据え、首都圏の国際競争力の強化、増加する訪日外
国人旅行者の受け入れ、地方創生等の観点から、首都圏空港の機能強化は必要不可欠であり、羽田空港の飛行経路見直し等により
2020年までに首都圏空港の空港処理能力を約8万回(羽田4万回、成田4万回)拡大することに取り組む。
2020年以降については、成田空港の第３滑走路の整備等の更なる機能強化策について、空港会社と連携し、地域住民への説明を進める。

課題

今後の方針：飛行経路の見直しに必要な航空保安施設や誘導路等の施設整備、さらには環境対策を着実に進めるなど、2020年まで
に首都圏空港の空港処理能力を約8万回(羽田4万回、成田4万回)拡大することに取り組む。2020年以降については、成田空港の第
3滑走路の整備等について、空港会社と連携し、地域住民への説明を進める。

首都圏空港においては、平成
26年度に空港処理能力の75
万回化を達成。
2020年東京オリンピック・パラ

リンピック競技大会の円滑な開
催、さらにはその先を見据え、首
都圏の国際競争力の強化、増
加する訪日外国人旅行者の受
け入れ、地方創生等の観点か
ら、首都圏空港の更なる機能
強化が必要不可欠。

⑨空港機能の拡大・混雑緩和対策

概要

取組の効果
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取組の方法

今後の方針：
更に大型の1６万トン級クルーズ船に対応するため、係船柱の整備を2基追加して実施する。（平成28年度完成）

⑩大型クルーズ船の受入環境整備

新潟港東港区において、既存の岸壁を活用し、係留設備（係船柱・防舷材）を整備することにより大型のクルーズ船に対応したもの。
平成27年10月から平成28年3月にかけて整備を行い、平成28年5月22日に「コスタ･ビクトリア」(7万5千トン)が初入港。約2,000名の

乗客がオプショナルツアーなどを利用して県内の観光地を訪れた。
この整備により、新潟港東港区では14万トン級までの大型クルーズ船の受け入れが可能となっている。

概要

・駅や中心市街に近い新潟港西港区には５万
トン級以上のクルーズ船に対応可能な岸壁がな
く、その要因は岸壁前面水域の幅の制約による
ものであることから、施設整備による今後の対応
が困難
・新潟港東港区は大型クルーズ船に対応可能
な施設規模を有しているが、係留設備が対応し
ていない。

課題

解決主体：新潟県、北陸地方整備局
取組時期：平成27年10月～平成28年３月
取組内容：

新潟港東港区 南ふ頭 木材岸壁において、
防舷材3６基、係船柱6基を整備し、14万トン級クルーズ船に対応

取組方法

係船柱の増設 防舷材の改良

H28.5.22 新潟港東港区に初入港した「コスタ･ビクトリア」（7万5千ﾄﾝ）

新潟港西港区 新潟港東港区

新潟駅
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課題 取組の効果取組の方法
地域：九州地域

クルーズ船の寄港増や大型化に伴い、岸壁延長などの港湾施設の不足等により、クルーズ船の円滑な受入に支障を来している。また、既存の物流ターミナル等を
利用してクルーズ船の受入を行っている場合、本来、貨物船に対応したふ頭であるため、貨物船とクルーズ船がバッティングしている。

⑩大型クルーズ船の受入環境整備

概要

解決主体：国土交通省九州地方整備局、港湾管理者

取組内容：
既存岸壁の小規模改良
既存岸壁に小規模な改良（防舷材・係船柱の設置等）
を施すことにより、大型クルーズ船の受入を可能とす
る。

クルーズ船の寄港増や
大型化に伴い、岸壁延長
などの港湾施設のスペッ
ク不足等により、クルー
ズ船の受入に支障を来し
ている。

既存の物流ターミナル
等を利用してクルーズ船
を受け入れる場合、ク
ルーズ船と貨物船の岸壁
予約時期が違うため、物
流事業者との入港調整が
困難なケースがある。

今後の方針：更なるクルーズ船の寄港増や大型化に対応するため、引き続き既存ストックを有効活用する取り組
みを行う。

「受入拡大した事例」

・八代港外港地区：8万ﾄﾝ級→16万ﾄﾝ級

・油津港東地区 ：7万ﾄﾝ級→16万ﾄﾝ級

・博多港箱崎地区：11万ﾄﾝ級→16万ﾄﾝ級

「10万㌧以上のｸﾙｰｽﾞ船の寄港回数（割合）と
受入施設の状況」

2015年：184回（37%） 6港（7ﾊﾞｰｽ）

↓

2016年：336回（47%） 8港（9ﾊﾞｰｽ）

（11月末時点、予定含む）

• 博多港中央ふ頭においても、16万ﾄﾝ級の大型クルーズ
船が安全に係留できるように係船柱の設置を行うこと
にしている。（平成28年度完成予定）

• 長崎港松が枝埠頭において、16万ﾄﾝ級の大型クルーズ
船が安全に係留できるように係船柱の増設等を実施す
ることにしている。 （平成29年度完成予定）

• 八代港外港地区において、増加するクルーズ船の寄港
要請に対応するため、新たなバースで大型クルーズ船
を受け入れられるように受入環境の改善に取り組んで
いる。 （平成28年度完成予定）

• 下関港新港地区において、増加するクルーズ船の寄港
要請に対応するため、既存岸壁の改良等を実施するこ
とにしている。 （平成29年度末完成予定）

• 油津港東地区において、増加する大型クルーズ船の寄
港要請に対応するため、既存岸壁の改良等含め検討し
ている。

宮崎県油津港（貨物船寄港時）

宮崎県油津港（ｸﾙｰｽﾞ船寄港時）

物流事業者等との円滑なバース使用に向けた調整体制
の確立
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課題 取組の効果取組の方法

圏央道は都心から半径約40kmから60kmの位置に計画された延長約300kmの環状道路。
首都圏の道路交通の円滑化、環境改善、沿線都市間の連絡強化、地域づくり支援、災害時の代替路等の役割を担う。
平成28年度に圏央道（境古河IC～つくば中央IC）が開通し、東名高速から東関東道がつながる。

⑪インフラ整備、インフラを活用した観光振興

概要

■渋滞の激しい都心環状線では、都心に用
のない通過車両が約６割

■その結果、都心環状線に交通が集中し、
慢性的な渋滞が発生

今後の方針：引き続き、全線開通に向けて整備を推進するとともに、発現効果や今後の開通予定の公表により、ストック効果の
最大化を図る。

■開通予定を公表しつつ、計画的
に整備推進

●東名高速からの交通利便性が向上し、日光東照宮四百年式
年大祭と相まって､日光市の外国人宿泊者数が+3,200人/月、
7割増（H25→H27）に貢献
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2,000
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泊
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数

(人
/月
）

H26.6
東名高速～関越道

接続

H27.10
東名高速～東北道

接続

出典）日光市提供データ
平成25年 平成26年 平成27年

約3,200人増
（約1.7倍）

●H27年10月の桶川北本IC～白岡菖蒲ICの開通から１年
経過し関東南西部から日光への交通量は約1.6倍（H26→H28）
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東名～関越
接続前（H26.6)

東名～関越
接続後（H27.6)

東名～東北
接続後（H28.6)
出典）NEXCOデータ（休日）

約1.6倍約1.6倍
その他の地域
約1.4倍 )(

■関東南西部から高速道路を利用して日光エリアを訪れた交通量

■日光市の外国人宿泊者数

■位置図
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高速道路ナンバリング

■整備が進む高速道路ネットワークにおいて、
訪日外国人をはじめ、すべての利用者にわか
りやすい道案内を実現するため、ナンバリング
標識を導入

■平成29年2月の圏央
道茨城県区間の開通
から設置開始

首都圏南西部（圏央道の利用が想定されるエリア）

日光

千葉県

茨城県

栃木県

群馬県

木更津JCT

鶴ヶ島JCT

桶川北本IC

海老名JCT

成田空港

白岡菖蒲IC

宇都宮IC

大栄JCT

友部JCT

つくばJCT

岩舟JCT

栃木都賀JCT

久喜白岡JCT

埼玉県

平成27年
10月31日開通

神奈川県

八王子JCT

東京都

高尾山IC

相模原愛川IC

山梨県

中央道

平成26年
6月28日開通

茅ケ崎JCT

藤岡JCT
高崎JCT

平成29年
2月26日開通

境古河IC
つくば
中央IC



⑪インフラ整備、インフラを活用した観光振興

・バス専用レーンの設置やパーク＆バスライド等の取組によ
り、伊勢道の渋滞が解消するとともに、伊勢神宮までの所
要時間が約30分短縮

課題 取組の効果取組の方法

今後の方針：引き続き、混雑期には関係機関が連携してバス専用レーンを設置し、パーク＆バスライドを実施するとともに
一層広く参画を呼びかけ、更なる渋滞緩和を図っていく。

概要

○情報発信、参画呼びかけ

国道23号の状況

取組主体：伊勢地域観光交通対策協議会
（道路管理者、地方自治体等）
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○パーク＆バスライドを実施

○国道23号にバス専用レーンを設置

【国道23号のバス
専用レーンの状況】

・サンアリーナをパーク＆バスライドの
駐車場として活用

・参拝客をサンアリーナから神宮まで
シャトルバスで輸送

【HPによる情報発信・呼びかけ】

○伊勢神宮は、年間約800万人が来訪する三重県内１位の観光地であり、休日には、交通集中により神宮周辺道路から伊勢道
まで影響する渋滞が発生し、バス等の公共交通の運行に支障。

○特に渋滞の著しい年末年始やGW等の混雑期に、道路管理者と地方自治体等が連携し、国道23号にバス専用レーンを設置した
うえでパーク＆バスライドを実施。あわせてホームページ等で参画を呼びかけ、神宮周辺の交通を円滑化、所要時間を短縮。

・年末年始やGW等の休日は、伊勢神宮へ向
かう観光交通の集中。

・国道23号から伊勢道へつながるほどの大規
模な渋滞が発生。

伊勢神宮
（内宮）

渋滞区間

伊勢IC

朝熊東IC

最大渋滞長
約３ｋｍ

最大渋滞長
約１３ｋｍ

伊勢神宮（内宮）

【取組前】
約5.4ｋｍ、約54分

伊勢西IC 伊勢IC 朝熊東IC

【取組中】
約13.0ｋｍ、約20分

サンアリーナ

Parking

約30分短縮

サンアリーナ

P

伊勢道

あさま

取組期間中は、
出口規制を実施

（平成29年正月 撮影）

伊勢西IC

あさま

・約42,000人が利用
・約50台/日のバスが

ループ運行
（平成29年1月1日～3日）



⑪インフラ整備、インフラを活用した観光振興

課題

・電柱によって地上に張り巡らされている電線類は、防災面の課題はもとより、歩道の円滑な移動や景観の
妨げとなることで、訪日外国人旅行者に対して国土の魅力を損なう要因となっていることから、無電柱化によ
る通行空間の確保や良好な景観の形成を進めている。

概要

・観光地等の美しい景観が電柱・電線に
より損なわれている。
・無電柱化が進まない主な要因として
は、コストが高いことに加え、事業者と
の調整やトランス（地上機器）の設置等
の地元調整が困難なこと、道路幅が狭い
ことなどである。

今後の方針：来年度以降も、コスト縮減を図りながら引き続き計画的な無電柱化の取り組みを推進する｡

整備前（香川県仲多度郡琴平町）

整備事例（香川県仲多度郡琴平町）・美しい景観を活かし、観光地の魅力向上、歴
史的町並みの保全、伝統的祭り等の地域文化
の景観形成等を図るため、四国地区無電柱化
協議会を開催し、無電柱化を推進する計画を
策定するとともに、PPP/PFI手法の活用や低コ
スト手法の導入、多様な整備手法による無電
柱化を推進する｡
解決主体：
四国地方整備局、四国四県、電力・通信事業者 等

【取組事例】
◇事業概要（金比羅宮 参道の無電柱化）
・路 線 名：一般県道琴平停車場琴平公園線
・箇 所 名：香川県仲多度郡琴平町
・全体計画：L=0.50km
(うち0.2km整備済み(H27年度末時点))

・事業着手：平成22年度

取組の事例

＜事業関係者へのヒアリング＞
・こんぴら歌舞伎などの繁忙期には、参道か
らあふれるほどの人が歩き、電柱が支障と
なっていたが、無電柱化により歩行空間の
確保が図れた。
・金刀比羅宮の玄関口である表参道が無電柱
化され、歴史景観をPRすることにより、観
光客が増加することを期待している。

取組の方法

20



⑪インフラ整備、インフラを活用した観光振興

概要
淀川では、江戸時代に京都と大阪を繋ぐ大動脈として舟運が利用され、現在も不定期の観光船

は運航しているものの、沿川の地域活性化にむけて淀川の魅力を余すところなく発信すべく、大
阪下流域から京都の上流域まで様々な賑わい創出事業を展開。
平成28年度前半は、三川合流域における舟運体験や大阪府市と連携し水都大阪２０１６に合わ

せて、淀川本川初のナイトディナークルーズ等の魅力ある舟運プログラムを実施。

淀川を運航していた三十石船

課題 取組の効果取組の方法

今後の方針：平成２８年度後半は、平成２９年３月２５日の淀川三川合流域さくらであい館のオープンを飾る上流に向けた舟運の取組を継
続して実施するとともに、経済界との情報共有を踏まえ、河川敷の民間占用や定期観光船の運航促進を実施していく。

○民間事業者による継続した舟運事業の展開

・舟運事業の認識向上
（船着場の存在や舟運運航の広報強化）

・舟運事業の展開にむけた規制緩和
（夜間航行や船着場利用等）

・航路の継続維持
（枚方上流域の航路確保）

・TV・新聞記者のほかに旅行代理店、バス会社、鉄道会
社、地元企業など様々な分野の方が淀川舟運を体験し、
定期便運航に向けた意見交換を実施。

【平成28年度の取組】
・4月 背割り堤桜まつりにおける舟運体験
・8月 背割堤七夕まつりにおける舟運体験
・10月 水都大阪フェスと連携した舟運体験
・11月 背割堤秋の満喫プランにおける舟運体験

行政・経済界・有識者による舟運見学会

淀川三川合流点における舟運体験

ナイトディナークルーズ体験

・旅行代理店等の事業者からは、
『舟運だけでない付加価値が重要』、『船からしか見え
ない景色を売りにすべき』といった前向きの意見を聴
取。
・一般参加者からも『こんなに良いイベントならもっと広
報で紹介すべき。また参加したい。』との声を聴取。
・舟運事業に対しての認識が薄く、乗船することで良い
意見を伺うことができたため、継続した舟運航行や広
報が必要と認識。

12月2日読売新聞夕刊11月19日毎日新聞朝刊行政、経済界、有識者による見学会の開催

21



ブロック別事例
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①北海道ブロックの概要

課題数 課題の特徴

58件
・北海道では道内各地に観光スポットが点在しているが、広域が故に二次交通手段が不十分。
・その結果、北海道全体への周遊が促進されていない。
・また、近年急増する外国人のレンタカー利用者に対し、道内を安全・安心に走行して頂く為の情報提供策も不足。

ブロックの取組事例

ブロックの特徴

都市間バスの周遊パス導入による乗継利便性向上 外国人レンタカー利用者に対する多言語による情報発信

空港・鉄道駅等から観光地を結ぶ二次交通網の整備・周遊性の向上

○急増する外国人のレンタカー利用者に対して、道路情報や注意喚
起を分かりやすく発信するため、道路情報板を活用した英語による
情報発信、道路の通行規制情報を英語版webサイトにて提供を実
施。

国道39号動物飛び出し注意の英語表示 北海道地区道路情報英語版webサイト

通行止め路線を地図上に表示

通行止め路線、区間、時間帯
を英語で表示

平成28年７月～実施 平成28年９月～開設

○ 国の実証結果を踏まえ、乗合バス事業者７者が主体となり、訪日外国
人観光客向け周遊パス導入に向けた実証運行を実施。

課題解決に向けた取組み・対応

○ パスの事前予約システム
を開設

平成28年11月～平成29年3月27日まで 実施 23



②東北ブロックの概要

課題数 課題の特徴

20件
・訪日客を東北に呼び込むため、「夏祭り」をインバウンド向けのキラーコンテンツとしたいが、景観と地域の暮らしの両立を
図ることが困難。
・日本人にとっても人気のある「夏祭り」を訪日客に見て頂きたいが、宿泊施設が不足。

ブロックの取組事例

ブロックの特徴

東北の「夏祭り」を官民一体となって盛り上げることに成功

○「夏祭り」開催時に訪日客向けの宿泊枠を確保し、海外エージェ
ント向けに積極的に販売。

○ 「平川ねぷた祭り」最大の目玉である高さ11メートルの「世界一の扇ねぷ
た」の円滑な運航と壮大な景観を確保するため、地域の無電柱化を実施。

課題解決に向けた取組み・対応

▲平川ねぷた入り込み客数
出典：青森県観光入込客統計

【H27年送客実績】
・台湾旅行会社６社によるツアー
１２本催行（新庄祭り３本含）

８４名参加
２８４人泊

【H28年送客実績】
・台湾旅行会社７社によるツアー
１６本催行

１６１名参加
４６３人泊

主要観光地等における無電柱化 「東北夏祭り」におけるインバウンド宿泊枠の確保

架空線を避けるため、
上部を折りたたみ、祭りが一時中断

24



③関東ブロックの概要

25

課題数 課題の特徴

66件
・訪日外国人旅行者数の増加に伴い、新たな二次交通手段の確保が急務。
・一方で二次交通手段が増えることにより、交通網が複雑になり一覧性が低下。
・外国人旅行者が「コト消費」を求め、地方へ訪れるようになり、都心の送客拠点化が急務。

ブロックの取組事例

ブロックの特徴

新たな交通手段確保と並行した外国人目線での分かりやすさの追求

○高速バス、タクシー、鉄道が直結し、19箇所に点在していた高速
バス停が集約され、乗換がスムーズに。また、観光情報センター
も併設し、観光情報も提供。

○ 訪日客増加に伴う新たな輸送力として都心から空港までのアクセス強
化を実施。また、その手段を的確に発信し利便性を追求。

課題解決に向けた取組み・対応

「バスタ新宿」の整備によるモーダルコネクトの強化成田空港アクセスの強化と一覧性の向上

大崎駅‐成田空港‐芝山町を結ぶ
低価格高速バスの運行開始
（H28年10月）

交通アクセス情報総合ナビゲーション・
デジタルサイネージの機能向上
→検索結果のプリントアウト機能等

【本数】1日43便
最短30分間隔で運行

【普通運賃】1200円
【WEB割】1000円

インフォメーションカウンターや
情報板、自動券売機は複数
言語に対応

整備前は点在していた高速バス発
着場を１９カ所から１カ所に集約

鹿児島宮崎
熊本長崎

佐世保佐賀
福岡北九州

大分
別府

鹿児島宮崎
熊本長崎

佐世保佐賀
福岡北九州

大分
別府

ヒルトン東京

ＪＲ東京
総合病院

新宿局

タカシマヤ
タイムスクエア

Ｈ

Ｈ

新宿三丁目駅

新宿
ワシントン

バスタ新宿

新宿御苑

京王プラザ

Ｎ

代々木駅

新宿駅

小田急ハルク

西武新宿駅

新宿
中央公園

東京都庁

凡例整備前高速ﾊﾞｽ発着便数

1～100本
101～200本

401本以上



④北陸信越ブロックの概要
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課題数 課題の特徴

23件 ・訪日外国人旅行者の増加が顕著な観光地の起点箇所における多言語対応が不足。
・スノーツーリズムの活性化とともに増加する事故、ケガ等に対応する多言語コミュニケーションツール不足。

ブロックの取組事例

ブロックの特徴

利便性の向上だけでなく、安全・安心についても多言語で対応

○長野県ではスキーや雪を楽しむ外国人旅行者が多く、それにまつ
わるケガや事故も多いため、緊急時における多言語コミュニケー
ションサービスを提供。

○ 飯山駅において外国人旅行者のスムーズな移動を図るため、バス発車
時刻情報、バス運行情報を多言語で表示

課題解決に向けた取組み・対応

医療通訳士派遣、多言語通訳サービスの提供外国人旅行者の起点箇所における多言語対応

英語表記のバス路線図・乗り場
案内・出発時刻を表示する案内板
の設置等の整備を行っているが、同
一方面へ路線バスと急行バスがある
こと、曜日ごとの運行ダイヤとなって
いるなど、外国人旅行者にはバス運
行情報を把握し難い状況。
特にウィンターシーズンのピーク時に

は、観光案内所において、多くの外
国人旅行者が目的地へのバス出発
時刻や乗り場等の問合せに集中し
ていた。

・医療電話通訳サービス H28.12.10~H29.3.20
電話による3カ国語（英語、中国語、韓国語）の通訳を行う
対応時間９：００～２０：００

・医療通訳士の派遣 H28.12.10~H29.3.20
医療機関やスキー場等施設からの依頼を受け派遣する



⑤中部ブロックの概要

課題数 課題の特徴

106件 ・外国人旅行者の増加に伴い、空港と市内中心部とを結ぶ交通網の更なる強化が必要
・一方、観光地周辺では休日等の混雑期に大規模な渋滞が発生。公共交通機関の運行に支障が生じる。

ブロックの取組事例

ブロックの特徴

空港と市内中心部を結ぶ交通網の確保、観光地におけるスムーズな移動の確保

課題解決に向けた取組み・対応

【中部国際ｌ空港駅】以前の案内看板

中部国際空港アクセス向上に向けた取組
○増加する外国人観光客に対応する為、中部国際空港と名古屋市内
を結ぶ「セントレアリムジン」を１日14往復に増便。併せて乗継拠
点のバス乗り場の案内表示の見直しを実施。

・セントレアリムジン1日8往復
⇒1日14往復に増便

【ラッピングを施したリムジンバス】

・14往復化により、最大2時間の待ち時間
が1時間未満に短縮
・ 1ヶ月あたり4,636人増（11月）

【大型モニターによる運行情報の提供】

【案内表示板による乗り場案内】

○年末年始やGW等の混雑期に道路管理者や地方自治体等が連携し、
国道23号にバス専用レーンを設置、パーク＆バスライド、ホームページ等に
よる情報発信を実施し、伊勢神宮周辺の交通円滑化を図った。

○バス専用レーン・パーク＆バスライドの実施状況

【国道23号バス専用レーンの状況】

伊勢神宮周辺の渋滞対策

（平成29年正月 撮影）

【 HPによる情報発信・呼びかけ】

伊勢神宮（内宮）

【取組前】
約5.4ｋｍ、約54分

伊勢西IC 伊勢IC 朝熊東IC

【取組中】
約13.0ｋｍ、約20分

サンアリーナ

Parking

約30分短縮

伊勢道

あさま

取組期間中は、
出口規制を実施

約42,000人が利用
（平成29年1月1日～3日） 27



⑥近畿ブロックの概要
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課題数 課題の特徴

66件 ・関西国際空港におけるＬＣＣ参入の増加等に伴い、訪日外国旅行者が急増。ＣＩＱ施設・保安検査場等が混雑。
・外国人旅行者の急増に伴い、各観光地においても外国人旅行者を対応可能な輸送手段の必要性が高まる。

ブロックの取組事例

ブロックの特徴

出入国・観光地における外国人対応の円滑化の実施

○外国人旅行者への対応研修を受講したドライバー・車両を
「フォーリンフレンドリータクシー」として認定。京都駅に専用乗
り場を設置する等、利用環境を整備。

課題解決に向けた取組み・対応

第２ターミナルビル（国際線）にスマートセキュリティシステム導入

第２ターミナルビル(現在) 第２ターミナルビル(国内線)

第２ターミナルビル(国際線)

第２ターミナルビルの拡張（H29.1.~）

○空港内の混雑解消を図るため、ＬＣＣ専用ターミナルの増設、
入国審査官の増員、最新の検査システムを導入。

関西国際空港におけるＣＩＱ施設等の整備、体制強化

第１ターミナルビル入国検査場に
「バイオカート」設置（H28.10～）

京都市「フォーリンフレンドリータクシー」の導入

○認定乗務員・車両数（H29.3）
⇒運転者170名・車両101両

○案内標識の充実
乗り場案内標識の見直し
（H28.12～)

○ワゴン・UＤ車両の導入促進
⇒H30年度までにワゴン・ＵＤタク
シー車両率100％を目標）

○配車アプリの導入（H29.3～）

○専用乗り場の運用時間を拡大
（H28.8～）

ボディスキャナー



⑦中国ブロックの概要

課題数 課題の特徴

91件 ・都市部（広島市等）においては、ビジネスホテル・シティホテルが高稼働で推移。宿泊容量不足が顕在化。
・一方、地方部では地域の活性化及び外国人旅行者を含めた交流人口の拡大が急務。

ブロックの取組事例

ブロックの特徴

都市部・地方部固有の課題の課題解決に向けた取組の実施

課題解決に向けた取組み・対応

宿泊施設容量拡大・宿泊環境の整備 サイクリストに分かりやすい路面標示や距離標等の整備

○広島市内のホテルにおいて、新設や容量拡大整備を実施。周辺の
宿泊施設においても観光庁補助制度を活用した機能性・快適性向上
に向けた改修を実施。

画像提供：リーガロイヤルホテル広島

・市内ホテルの新設
⇒３施設合計1,589室の増室

・シングルルーム135室をツインルー
ム化、容量拡大を実施

・周辺宿泊施設もインバウンド対応
を推進
⇒「宿泊施設インバウンド対応支
援事業」を活用した機能性・快適
性向上を実施

○「やまなみ街道サイクリングロード」の走行環境の整備を進め、
地域活性化及び観光交流人口の拡大を図るための環境を整える。
（H28年度～）

－軸となるルート
－周遊ルート

●松江市

●尾道市

やまなみ街道サイクリングロード ■距離・方向の路面標示

■ルート案内等の看板設置

■路面・路側の改善

注意喚起看板（イメージ）ルート案内看板

29



⑧四国ブロックの概要

課題数 課題の特徴

34件 ・FITが多い四国において、ひとり歩きしやすいよう外国人観光客対応が可能な観光案内所の整備が急務。
・旅行中に発生する様々なトラブルへのスムーズな対応ができる体制が不足。

ブロックの取組事例

ブロックの特徴

きめ細やかな多言語対応による満足度の向上

○24時間体制・多言語対応（４カ国語対応）可能なコールセンター
を設置。（徳島県・高知県）

課題解決に向けた取組み・対応

外国人観光案内所機能の向上に向けた取組

H２８年中
・カテゴリーⅢ（新設１、変更１）計２カ所

⇒中四国初のカテゴリーⅢ認定観光案内所
・カテゴリーⅡ（新設） 計４カ所
・カテゴリーⅠ→Ⅱ（変更） 計１カ所
（うち、カテゴリーⅡ（新設）２件、カテゴリーⅡ（変更）１件 訪日外国人受入環境整備緊急

対策事業を活用）
・カテゴリーⅠ（新設） 計２カ所

○日本政府観光局（ＪＮＴＯ）認定のカテゴリーⅢ観光案内所を
中四国地方で初めて開設。

高松空港インフォメーションセンター
（カテゴリーⅢ）

香川・高松ツーリストインフォメーション
（カテゴリーⅢ）

徳島県：H２７年７月～H２８年２月実績
利用登録 ２６施設／７１件利用
Ｈ２８年４月～Ｈ２８年１０月末実績
利用登録 ３３施設／９１件利用

高知県：Ｈ２８年６月～Ｈ２８年１０月末実績
利用登録 １３０登録／６１件利用

多言語コールセンターの設置

30



⑨九州ブロックの概要

課題数 課題の特徴

48件 ・クルーズ船の寄港増・船舶の大型化に伴い、岸壁延長などの港湾施設のスペック不足等により、受入に支障発生。
・クルーズ客の増加に伴い、貸切バスに輸送も増加。都心部で路上混雑等の問題が発生。

ブロックの取組事例

ブロックの特徴

増加するクルーズ船観光客の受入環境整備を実施

○長崎駅付近等の大型バス待機場と、商業施設付近のバス乗降場間との
「ショットガン方式」の実証実験を実施。

○既存岸壁に小規模な改良（防舷材・係船柱の設置等）を施すこ
とにより、大型クルーズ船の受入を可能とする整備を実施。

課題解決に向けた取組み・対応

「受入拡大した事例」

・八代港外港地区：8万ﾄﾝ級→16万ﾄﾝ級

・油津港東地区 ：7万ﾄﾝ級→16万ﾄﾝ級

・博多港箱崎地区：11万ﾄﾝ級→16万ﾄﾝ級

宮崎県油津港（ｸﾙｰｽﾞ船寄港時）

クルーズ船の寄港増・大型化に対応した受入環境の改善 貸切バスの路上混雑緩和にむけた「ショットガン」方式の実証実験（長崎市）

期間（暦年） 寄港数（隻）

H24 73

H25 39

H26 75

H27 131

H28 197

路上混雑

「ショットガン方式」の実証実験を実施長崎港クルーズ客船入港隻数

【クルーズ船入港数はさらに増加】
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課題数 課題の特徴

35件 ・貸切バスを利用した訪日外国人旅行客や修学旅行客等が多く、路上混雑が発生。
・外国人旅行者のレンタカー利用も増加し、休憩施設や観光情報、道路情報の提供が課題。

ブロックの取組事例

ブロックの特徴

二次交通の円滑な移動の実現のための環境整備

○道の駅において外国人旅行者の個別ニーズに対応した周遊プラン
を案内。周辺の旬な情報を発信し観光周遊を促すことで、地域の活
性化を促進。

○国際通り周辺に貸切バスの待機場を整備し、必要に応じて乗降場へ向か
う「ショットガン方式」による渋滞緩和対策を実施。

課題解決に向けた取組み・対応

国際通り周辺における路上混雑緩和に向けた乗降場整備 道の駅での観光情報提供による周遊促進

【待機場内に並ぶ貸切バス】

■観光周遊イメージ図

■多言語対応が可能な観光案内人による情報発信
取り組み内容
・沖縄県那覇市国際通り近
く（1.7㎞）に待機場
（16,000㎡）を確保

・貸切バスを待機させ、乗降
場へショットガン方式により車
両を出庫。乗降場及び周辺
の渋滞緩和対策を実施

実施期間
H28年9月26日
～H28年12月10日

多言語パンフレットの設置


